
和歌山県

平成３０年２月２０日

二級河川 古座川水系

河川整備計画（素案）について

資料２－ ４



○二級河川古座川水系河川整備基本方針（案）・・・・・・・ 2

河川計画制度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

二級河川古座川水系河川整備基本方針（案）の概要・・・・ 5

○二級河川古座川水系河川整備計画（素案）・・・・・・・・12

河川整備計画の内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・13

第1章 古座川水系の流域及び河川の概要 ・・・・・・・・14

第2章 古座川水系の現状と課題 ・・・・・・・・・・・・19

第3章 河川整備計画の目標に関する事項 ・・・・・・・・31

第4章 河川の整備の実施に関する事項 ・・・・・・・・・35

○古座川を考える会でいただいた主なご意見・・・・・・・・44

目次

1



二級河川 古座川水系
河川整備基本方針（案）
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河川計画制度
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二級河川 古座川水系
河川整備基本方針（案）の概要
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流域及び河川の概要流域及び河川の概要

二級河川古座川水系河川整備基本方針（案）の概要二級河川古座川水系河川整備基本方針（案）の概要
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平均 約3,600mm

潮岬観測所

■流域面積 356km2

■幹川流路延長 約56km
■流域は大半が古座川町、串本町、
すさみ町にまたがり、一部に
新宮市、那智勝浦町が含まれる。

■流域の気候は温暖多雨の南海気候区
に属する。

■年平均気温 約15～17℃
年間降水量 約2,600～3,600㎜
(潮岬観測所、西川観測所：気象庁)

西川観測所
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二級河川古座川水系河川整備基本方針（案）の概要二級河川古座川水系河川整備基本方針（案）の概要

災害発生の防止又は軽減災害発生の防止又は軽減

■安全で安心な流域を目指し、自然環境に配慮しながら、築堤および河道の
掘削や拡幅等による整備を進めると共に、洪水調節施設で調節を行うこと
により治水安全度の向上を図る。

■計画規模を上回る洪水等、整備途上段階での施設能力以上の洪水等が
発生した場合にも、被害を極力軽減させるため、水位情報の通知および
周知、関係機関と災害関連情報の共有を図る。

■洪水ハザードマップの作成・活用や水防体制の維持・強化を支援し、地域
住民の防災意識の向上を図り、洪水時の避難警戒体制のより一層の整備
を関係機関や地域住民と連携して進める。
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二級河川古座川水系河川整備基本方針（案）の概要二級河川古座川水系河川整備基本方針（案）の概要

河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持

■水利権と水利用の実態把握に努め、水資源の合理的な利用の促進を図る。
■流水の正常な機能を確保するために必要な流量を確保するよう努める。
■異常渇水時における対策として、関係機関との連絡、調整機能の充実を図り

被害状況に係る情報の共有や適正かつ効率的な水利用に努める。
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二級河川古座川水系河川整備基本方針（案）の概要二級河川古座川水系河川整備基本方針（案）の概要

■治水・利水を含めた総合的な検討を実施し、流域的な視点から関係機関と
協力して河川全体としての調和を図る。

■上流域では、オオサンショウウオなど多様な水生生物相を確保するための
縦断方向の連続性の保全や、森林と河川の環境の両方に依存する動物の
生息環境保全のための自然な水際線および川に接する山林の保全、地域の
行祭事の場としての利用環境の維持に努める。

■中流域では、縦断方向の連続性の保全や、アユの餌である珪藻が生育できる
岩や転石の瀬と休息の場となる淵の保全、自然な水際線および川に接する
山林の保全に努める。

■下流域では、縦断方向の連続性の保全、瀬と淵の保全、カマキリの生息場と
しての浮き石の保全、地域の行祭事の場としての利用環境の維持に努める。

■感潮域では、縦断方向の連続性の保全、イソシギ等の生息場となっている礫
河原の保全に努める。

■河道の掘削等においては、適切な技術的知見に基づき、できるだけ河川環境
への影響の回避・低減を努めるとともに、必要に応じ代替措置を講じるなど、
良好な河川環境の保全を図る。

河川環境の整備と保全河川環境の整備と保全
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二級河川古座川水系河川整備基本方針（案）の概要二級河川古座川水系河川整備基本方針（案）の概要

■災害の発生の防止、河川の適正な利用、流水の正常な機能の維持及び河川
環境の整備と保全の観点から、河川の有する多面的な機能を十分に発揮
させるよう河床変動等にも留意しながら適切な管理に努める。

■河道内の樹林については、その治水及び環境上の機能を考慮した上で適切
な管理に努める。

■適正な河川空間の利用と保全を図るとともに、河川空間を安心して利用でき
るよう的確な河川情報の提供に努める。

河川の維持管理河川の維持管理
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二級河川古座川水系河川整備基本方針（案）の概要二級河川古座川水系河川整備基本方針（案）の概要

■甚大な被害が発生した平成23年9月洪水等を考慮。
■基本高水のピーク流量は基準地点（月野瀬）において4,300m3/s とし、この

うち洪水調節施設により500m3/sを調節して河道への配分流量を3,800m3/s
とする。

河川名 基準地点
基本高水の

ピーク流量

洪水調節施設に

よる調節流量

河道への

配分流量

古座川 月野瀬 4,300 500 3,800

単位：ｍ3/s

河川の整備の基本となる事項河川の整備の基本となる事項

3,800

■ ：基準地点
単位：m3/s

■
月
野
瀬

熊

野

灘
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二級河川古座川水系河川整備計画
（素案）
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河川整備計画の内容

第４章 河川の整備の実施に関する事項
河川工事の内容（目的、種類、範囲）

河川の維持の目的、種類及び施行の場所

その他河川整備を総合的に行うために必要な事項

第１章 古座川水系の流域及び河川の概要
流域の概要

第２章 古座川水系の現状と課題
治水の現状と課題
河川利用の現状と課題
河川環境の現状と課題
維持管理に関する現状と課題

第３章 河川整備計画の目標に関する事項
河川整備計画の対象区間
河川整備計画の対象期間

河川整備計画の目標
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古座川水系の流域及び河川の概要
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■古座川は、大塔山に源を発し、24河川が
集まって熊野灘に注ぐ、流域面積356km2

の二級河川である。

流域面積 356km2

幹川流路延長 約56km

県管理河川 24河川

主な関連市町 古座川町、串本町

すさみ町

関連市町人口

（古座川町、串本町
（旧古座町）、すさみ

町の合計）

11,276人

（平成27年度国勢調査）

古座川水系の流域及び河川の概要

（１）地形

流域の諸元

流域図

位置図
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（２）地質

古座川水系の流域及び河川の概要

流域の地質図

（近畿地方土木地質図）

■流域の地質は、四万十帯に相当する
日高川層群と牟婁層群が主体として分布
しており、砂岩と泥岩の互層、礫岩から
構成される。

■東部では、田辺層群が分布し、砂岩、泥岩、
礫岩で構成される。

■下流域では、熊野酸性岩類に相当する
花崗斑岩や流紋岩等からなる弧状岩脈が
帯状に分布する。
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森林

96.4%

農用地

1.4%

宅地

0.5%
その他

0.6% 水域

1.1%

森林

農用地

宅地

その他

水域

（３）土地利用

■流域の土地利用は、山地が約96％以上を
占めており、水田・畑が約1.4%、 宅地が約
0.5%となっている。

■昭和51年から平成21年の間に土地利用に
大きな変化はない。

古座川水系の流域及び河川の概要

凡例

農用地

森林

宅地

その他

水域

森林

農用地

土地利用区分図
平成21年（2009年）
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滝尻王子（世界遺産）稲葉根王子（県指定史跡）

古座川水系の流域及び河川の概要

一枚岩 河内祭り虫喰岩

七川ダム湖畔

（４）歴史・文化・観光

■流域には約1500万年前から古座川弧状岩脈が形成
されており、岩の形状を由来とする民話が数多く伝承
され、一枚岩、虫喰岩や河内祭のご神体である河内島
もその1つである。

■流域は「南紀熊野ジオパーク」として日本ジオパーク
の１つに認定され日本地質百選にも選定されている。

■七川ダム湖畔には地域住民によってソメイヨシノが
植樹されており、日本さくら名所百選にも選定されて
いる。
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古座川水系の現状と課題
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■昭和30年代は毎年のように洪水被害が発生しており、昭和33年8月洪水（台風17号）
では大きな被害が発生している。

■近年では、平成13年8月洪水（台風11号）などで大きな被害が発生しており、特に、
平成23年9月洪水（台風12号）では、 浸水家屋699戸、 全半壊340戸の甚大な被害が
発生している。

（１）過去の洪水被害の概要①

古座川水系の現状と課題

平成23年9月3日氾濫状況
（古座川町明神地区潤野橋付近）

流域図

明神地区
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（１）過去の洪水被害の概要②

古座川水系の現状と課題
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（１）過去の洪水被害の概要③

※被害状況について、昭和37年以前は「上富田町誌第四巻資料編下」p330～341、昭和37年以降は「水害統計」による。

古座川水系の現状と課題

発生年月日 種別
床上浸水

（戸）

床下浸水

（戸）

全壊

（戸）

半壊

（戸）
累計雨量

昭和32年9月11日 台風11号 - - - - 234mm（9/10～9/12 ）

昭和33年8月25日 台風17号 640 154 5 31 505mm（8/23～8/25）

昭和34年8月9日 台風6号 3 10 - - 293mm（8/7～8/9）

昭和35年10月7日 集中豪雨 50 - - - 164mm（10/5～10/7）

昭和36年9月16日 台風18号 - - 11 115 120mm（9/14～9/16）

昭和37年7月27日 台風7号 - - - - 394mm（7/26～7/28）

平成2年9月19日 台風19号 - - - 4 490mm（9/17～9/19）

平成2年9月30日 台風20号 - - - 1 227mm（9/29～9/30）

平成10年9月23日 集中豪雨 - 3 - - 574mm（9/22～9/24）

平成13年8月21日 台風11号 70 81 - - 634mm（8/20～8/22）

平成13年9月30日 集中豪雨 - 8 - - 303mm（9/29～10/1）

平成23年9月2日 台風12号 569 130 4 336 1,120mm（9/2～9/4）
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（２）治水事業の沿革

■七川ダムが洪水調節と発電を目的に建設され、昭和31年に完成している。

■災害復旧工事や維持工事などを実施しているが、計画的な河川改修は実施していない。

古座川水系の現状と課題

型 式
重力式

コンクリートダム

集 水 面 積 102km2

湛 水 面 積 1.785km2

堤 高 58.5m

堤 頂 高 154.0m

堤 体 積 約96,240m3

ゲ
ー
ト

非 常 用
洪 水 吐

クレストローラーゲート
8.5×14.8 ２門

常 用
洪 水 吐

コンジットオリフィス
ゲート

2.59×2.59 １門

総 貯 水 容 量 30,800千m3

洪水調節容量 20,000千m3

洪水調節方式 定開度定量方式

七川ダム諸元 七川ダム全景図
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古座川水系の現状と課題

（３）治水

■七川ダムが昭和31年に供用しているが、未だ流下能力の低い区間は解消していない
ため、近年の洪水では多くの住宅被害が発生。

■一方、平成22年に洪水予報河川に指定し、浸水想定区域図の公表など、防災情報の
充実を図っている。

【課題】
■治水安全度の向上による減災対策

が必要
■住民の防災意識向上のための啓発
（水位情報の的確な周知、避難行動
支援等のためのソフト対策の充実）

高瀬橋下流（5.2k付近） 古座川浸水想定区域図（平成18年7月公表） 24



■河川水の利用は、許可水利権10件、 慣行
水利権66件であり、農業用水、発電用水、
水道用水として利用されている。

【課題】
■継続的な水利用の実態の把握
■渇水時でも円滑な利用を可能とするための

関係機関との調整

古座川水系の現状と課題

（４）利水

佐田発電所

相瀬地区農業用水

潤野上地区かんがい揚水機

古座川水道

潤野下地区かんがい揚水機

下中地区かんがい揚水

管理 施設種類 施設名 面積(ha)

関西電力 七川発電所
串本町 古座川水道
古座川町 古座川町簡易水道 直見簡易給水施設
古座川町 潤野上地区かんがい揚水機 7.0
古座川町 潤野下地区かんがい揚水機 8.0
古座川町 下中地区かんがい揚水 5.0
古座川町 相瀬地区農業用水 4.0
すさみ町 佐本簡易水道
すさみ町 佐本根倉笹の平地区かんがい揚水 1.3

添野郷水利組合 直見地区かんがい揚げ水 2.0

許可水利一覧表

本川主な取水の位置図
25



古座川水系の現状と課題

（５）河川空間利用

■毎年7月に国指定重要無形民俗文化財指定
の「河内祭り」 が行われ、3月下旬～4月上旬
には「古座川桜祭り」が開催されている。

■アユ、アマゴ釣りやカヌーで川下りなど多くの
人に利用されている。

【課題】
■親水性の向上など利用環境の向上への配慮

河内祭り

鮎釣り

古座川桜祭り

カヌー

河内祭り

古座川桜祭り

河川空間利用の位置図 26



（６）水質

古座川水系の現状と課題

●環境基準点

高瀬橋

古座橋

環境基準点の位置図

BOD（75%値）の経年変化

■水質汚濁に関する環境基準は生活環境基準
AA類型（BOD：1mg/L以下）に指定されており
環境基準点が古座橋、高瀬橋に設定されて
いる。

■両地点の年平均水質は概ね基準値 を満足し
ている。

【課題】
■良好な河川水質の維持
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■魚類
・七川ダム上流ではアマゴやタカハヤ、ダム直上流では渓流環境を好むカワムツや流れ

の緩やかな環境を好むオイカワやギンブナ、オオクチバスなどが確認されている。
・七川ダムから小川までの中流域ではオイカワ、カワムツ、アユ、ウグイなど、小川から

河口までの下流域ではビリンゴ、ウキゴリ、カマキリなどが確認されている。
■鳥類

・上流から中流にかけて水環境の良い渓流を代表する種であるカワセミやヤマセミなどが
確認されている。また、豊かな森林をものがたる主としてコゲラ、エナガ、シジュウカラ
なども確認されている。

■両生類
・七川ダム上流の平井川に国の天然記念物に指定

されているオオサンショウウオが生息している。
■昆虫類
・町の天然記念物に指定されているハッチョウトンボ
が確認されている。

■植生
・上下流にわたりスギ・ヒノキ植林が広く分布し、シイ

カシ林が点在しているが、河川敷の植生は少ない。
【課題】
・多様な生物の生息・生育環境の保全

（７）動植物の生息・生育環境

古座川水系の現状と課題

ハッチョウトンボオオサンショウウオ

カワセミカマキリ
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■良好な水環境の下、豊かな自然が形成されている。
■手つかずの自然が多く残っており、連続した瀬と淵が形成され、多くの貴重な動植物が

生息している。
■一方で、地域の自然環境や生態系に影響を与える外来種が確認されている。

【課題】

■在来種の生育・生息環境の保全

（８）河川環境保全・整備

古座川水系の現状と課題

中流域（相瀬大橋付近）
15.0k～16.0k

上流域（下露橋付近）
33.0k～34.0k

感潮域（河口付近）
0.0k～2.0k

下流域（高瀬橋付近）
4.0k～7.0k
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（９）地域住民との連携

古座川水系の現状と課題

■地元自治会を中心として組織される河川愛護会により、草刈りや清掃活動が
精力的に行われるなど、地域の河川環境に対する関心は高く、平成29年度
は、池野山地区河川愛護会が優良河川愛護団体として知事から表彰された。

■河川愛護会の平成28年度の活動内容（古座川流域）

参加団体数 6団体
のべ参加人数 831人
のべ活動面積 115,872㎡

【課題】
・ 河川愛護団体等への継続的な支援

日置川
池野山地区河川愛護会の活動状況 平成29年度 優良河川愛護団体知事表彰
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河川整備計画の目標に関する事項
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河川整備計画の対象区間

河川整備計画の目標に関する事項

河川整備計画の対象期間

■二級河川古座川水系の河川のうち、和歌山県知事が管理する全区間を対象
とする。

■本河川整備計画の対象期間は、計画策定から概ね20年間とする。

■本河川整備計画は、現時点での流域の社会状況、自然状況、河道状況に基
づき策定するものであり、策定後の状況変化や新たな知見・技術の進歩等に
よって、適宜、見直しを行うものとする。
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2,900

■ ：基準地点
単位：m3/s

■
月
野
瀬

熊

野

灘

洪水等による災害の発生防止又は軽減

河川整備計画の目標に関する事項

■ハード対策

将来的には、既往最大洪水（平成23年9月 洪水）と同規模の洪水を安全に
流下させることを目標とするが、多大の費用と相当の長期間が必要となる
ことから、早期に一定の整備効果を発現させるための段階的な整備として、
これに次ぐ大きな被害をもたらした洪水（平成13年8月 洪水）と同規模の
洪水に対して、家屋浸水被害
を解消することを目標とする。

■ソフト対策

整備途上段階における施設能力以上の洪水や計画規模を超える洪水が発生
した場合でも被害を最小限に抑えることを目標とする。
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河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持

河川整備計画の目標に関する事項

河川環境の整備と保全

■関係機関との連携、調整及び地域住民との連携を図りながら、現状の良好な
水質の保全に努める。

■多様な動植物の生息・生育の場として良好な環境の保全及び周辺との調和
に努める。

■河川空間は人と自然がふれ合える貴重な空間であり、河川特性等を考慮の
上、水辺に近づきやすい工夫等に努める。

■地域住民による河川愛護、河川環境保全に向けた取り組みに対する支援を
継続する。

■河川流況の把握に努め、円滑な渇水調整と関係者への適切な情報提供が
行われるように、関係機関及び利水者との連携を強化する。
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河川の整備の実施に関する事項
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↓ ↓

■月野瀬

七
川
ダ
ム

熊
野
灘

← 2,900 ← 1,500 ← 850 ← 310 ← 250 ← 950

↑

河川工事の目的

河川の整備の実施に関する事項

■古座川流域に大きな被害をもたらした平成13年8月洪水と同規模の洪水

（基準地点：月野瀬流量2,900m3/s）に対して、家屋浸水被害が生じることの
ないよう、計画区間について河川整備を行う。

■実施に当たっては、自然環境や周辺景観に十分配慮し、地域住民との調整

を行う。

河川整備計画目標流量配分図

小
川

佐
本
川

三
尾
川

■ ：基準地点
単位：m3/s
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河川の整備の実施に関する事項

古座川の現況流下能力図

■計画対象流量に対して流下能力が不足している箇所が多くある
ことから、効率的・効果的な河川改修を行うため、流下能力が不足し、背後地の
土地利用が住宅地の箇所を整備検討区間とする。

流下能力図
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河川の整備の実施に関する事項

古座川
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河道掘削

河道掘削

河道掘削

0.0k

2.0k

3.0k

1.0k

4.0k
5.0k

6.0k

7.0k

河道掘削

河道掘削

堤防の整備

堤防の整備

堤防の整備

河川の整備の実施に関する事項

河川工事の種類
及び施行の場所

位置図

標準横断図

整備延長 整備区間 整備内容 整備目的
0.6km 0.5k～1.1k 河道掘削・堤防の整備 流下能力の向上対策
1.05km 2.1k～3.15k 河道掘削・堤防の整備 流下能力の向上対策
2.55km 3.1k～5.65k 河道掘削・堤防の整備 流下能力の向上対策
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河川の整備の実施に関する事項

河道の維持

■河道内において、土砂堆積や草木等の繁茂によって川の流れが阻害されな
いかを点検し、治水上問題があると判断した場合には、河床掘削や障害物
の除去等による流下阻害対策を行い、洪水時等に河川の疎通機能を十分に
発揮できるよう河道断面の維持に努める。

■必要に応じて局部的な改良工事を実施し、洪水等により被災した場合には直
ちに復旧を行うなど、状況に即した適切な対応に努める。
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河川の整備の実施に関する事項

■堰や橋梁などの許可工作物の新設や改築・修繕等により、治水上の安全性
や、流水の正常な機能を損なうことがないように、また、水生生物などの生息
環境への影響が最小限となるように許可工作物の管理者への指導・監督を
行う。

許可工作物の指導・監督

河川管理施設の維持

■堤防、護岸等の河川管理施設については、洪水等に対して所要の機能が
発揮されることを目的として、機能低下を防止するための修繕（長寿命化等）
を行うと共に、施設自体の質的低下を防止するための補修等の対策を行う。

■河川愛護活動を積極的に支援する等、地域住民との連携を図り、堤防法面
の除草等の日常管理に努める。
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河川の整備の実施に関する事項

■関係機関との連携のもと、経年的な水位や水質の観測データを収集し、水量
や水質の現状を把握するよう努める。

■発生源の対策、河川環境保全の意識の啓発など自治体・地域と協働し、水質
の保全に努める。

■水質事故が発生した場合は、関係機関や地域住民等との連携により、早期
発見に努めると共に、速やかに処理を実施するように努める。

水量・水質の保全

不法投棄イメージ

河川利用

■除草や清掃活動は、地域住民、河川愛護団体と連携・協力し、実施するよう
に努める。

■関係機関と連携しつつ、河川利用者のモラル向上に
向けた啓発活動を行い、不法占用やゴミの不法投棄
等の不法行為に対し適切な処置を行う。
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河川情報の提供による水防活動の支援

河川の整備の実施に関する事項

■地上デジタル放送による雨量・水位
などの河川情報の提供

■水位情報の迅速、確実な周知
■洪水ハザードマップの普及支援
■想定し得る最大規模の洪水に対する

洪水浸水想定区域図の作成

インターネット（和歌山県ホームページ）に
よる水位データ等の提供

地上デジタル放送（テレビわかやま）に
よる水位データ等の提供
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古座川を考える会でいただいた
主なご意見
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古座川を考える会でいただいた主なご意見
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項
目

ご意見 ご意見に対する県の考え方

１

河口にある港湾の浚渫により、砂利が流出し
て月野瀬など上流区間が洗掘されており、船
舶利用者がいると思うが何か良い方法はない
か。

増水時に河口の砂州が無くなると下流は水
害から免れると言われており、河口の砂州を
掘削できないか。

河口は古くから船舶の利用があり、港湾の施設として航路
や泊地の水深を確保するなど機能を維持していく必要がある
一方、従前より、波の進入を抑えつつ、出水時には洪水を流
すことができるように浚渫の土砂を流用し、河口の砂州が背
後地盤よりも低くなる程度に港湾工事で維持していると聞い
ている。なお、上流区間の洗掘については、維持管理の中で
緊急性の高い箇所から対応していきたい。

また、河口の砂州については、背後地盤より低い一定の砂
州高であれば、洪水時には背後地盤より低い水位で流出して
いくものと考えている。

２

月野瀬まで潮が上がってくるので、下流を含
めて掘削してもあまり効果が無いのではない
か。

潮位の影響を考慮して河道を計画しているとともに、実際に
洪水時は潮位以下の部分も流下断面として機能しており、月
野瀬についても掘削による効果があるものと考えている。

３

古座橋付近の中洲の掘削にあたり、川の流
れを阻害する立木も土砂と一緒に取り除いて
欲しい。

整備だけではなく、流木の除去、堤防や護岸
など既存施設の維持にも目を向けて欲しい。

中洲の一部が樹林化しており、掘削にあたっては立木も併
せて除去するように考えている。

また、流下阻害の要因となる流木などの除去や、既存施設
の適切な修繕等については、維持管理の中で緊急性の高い
箇所から対応していきたい。

４

本川以外の支川について、小川の整備はど
うなっているのか。

平成23年9月洪水をはじめ、本川沿川での浸水被害が頻発
しており、特に小川合流点より下流区間では多数の家屋浸水
被害が発生しているため、まずは、本川を整備することが優
先であると考えている。支川の小川については、当面は維持
管理に努めるとともに、浸水状況・要因を踏まえ、必要に応じ
検討していく。

（１）古座川町内でいただいた主な意見①



古座川を考える会でいただいた主なご意見
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項
目

ご意見 ご意見に対する県の考え方

５

計画期間を２０年としているが整備をもっと早
くできないか。

一般的に河川整備計画は２０～３０年後の中期的な河川整
備の目標や具体的な整備内容を定めるものであり、古座川
については計画期間を概ね２０年としている。なお、河川整備
の実施にあたり、様々な機会を通じて予算確保に努め、事業
の進捗を図りたい。

６

掘削する時は大きな石を川へ戻して環境の
維持に努めて欲しい。

工事の実施にあたっては、できるだけ大きな石は川へ戻す
など魚類等の環境への工事の影響軽減に努めていく。

（１）古座川町内でいただいた主な意見②



古座川を考える会でいただいた主なご意見

47

項
目

ご意見 ご意見に対する県の考え方

１

港湾の浚渫をしても波浪によりすぐに埋まっ
てしまうが、河口の消波ブロックを少し延長す
れば、泊地の埋塞が随分改善されると思う。消
波ブロックの高さを抑えて延長すれば、洪水時
に水が越せるのではないか。

既設の消波ブロックは港湾施設の静穏度を確保する目的で、
砂州の裏側に設置されたものと聞いている。なお、一般的に
河川内で消波ブロックを横断的にまとまった量を設置した場
合、水面以下であっても、洪水時に川の流れを阻害する要因
となると考えており、設置延長を伸ばすことは困難である。

２

下流の川底が浅くなっているので全体的に掘
削できないか。

今回の河川整備計画では段階的な目標として既往最大洪
水（平成23年9月洪水）に次ぐ大きな被害をもたらした洪水（平
成13年8月洪水）と同規模の洪水に対して、家屋浸水被害を
解消するような整備内容としており、部分的な掘削としており
ます。

３

掘削にあたり、濁水対策を適切に行って欲し
い。

極力濁水の発生を抑え、濁水を直接下流へ流さないように
受注者に対して指導していく。

４

掘削にあたり、野鳥保護の観点から意見が
出て工事を中止することはないか。

現在の調査結果からは、掘削にあたり、野鳥について特に
配慮が必要とは考えていない。今後、意見があれば、必要に
応じ施工時の対応を検討していきたい。

（１）串本町内でいただいた主な意見①



古座川を考える会でいただいた主なご意見
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項
目

ご意見 ご意見に対する県の考え方

５

河川が増水すると大量の流木やゴミなどが
流れてくるので処理して欲しい。

以前は住民で対応していたが、土砂の堆積
が進んで地元では対応できない場所があるた
め、土砂を撤去して欲しい。

河川敷の流木や堆積土砂など流下阻害となるものは除去
するように考えている。維持管理の中で緊急性の高い箇所か
ら対応していきたい。

（１）串本町内でいただいた主な意見②


